
 

 

 

 

 

お気に入りの一枚 

      校長 中山 英三   

 ５月３１日に「川上オリエンテーリング」を実施しました。これは、川上地内にいくつかのチェック

ポイントを設け、「たんぽぽ班」（学年縦割りの班）で協力しながら回るというものです。川上の施設や

歴史を知り親しみや愛着心をもつことと、仲間同士の絆を深めることがねらいでした。職員は、子ども

たちの様子をカメラで撮影しながら引率・巡回にあたりました。あとで写真の枚数を数えたら、総数は

なんと２４３枚。この行事に限らず、

子どもたちの楽しそうな姿や頑張る

姿は、ついついカメラに収めたくなる

ものです。 

 さて、左は、その２４３枚の中から

選んだ、私のお気に入りの一枚。「お

気に入りポイント」は次の３点です。 

（１）高学年の優しさ 

この日はうっすらと霧雨が降っていました。写真を見ると、高学年と低学年がペアになり、傘は高学

年が持っています。低学年はその中に入れてもらっているのですが、よく見ると、傘が例外なく低学年

の子の方に傾いているのが分かります。手をつないで歩いているペアもいます。低学年を思いやり守ろ

うとする高学年の優しさが、この一枚から伝わってきます。 

（２）高学年のリーダーシップ 

 この班を引率した職員の姿は、最後尾に確認できます。班をリードするのは職員ではなく高学年であ

ることが象徴的に表されています。実際、時に道に迷いながらも、高学年はリーダーとしての役割を立

派に果たしていました。高学年の“頼りがい”が、この一枚から伝わってきます。 

（３）低学年の頑張り 

 低学年の子たちも、高学年の指示に従いながらしっかりと歩きました。体力的にきつかった子もいた

はずですが、集団行動を乱さず元気に歩き切りました。そんな低学年の頑張りがあったからこそ、この

写真からは全体としての強いまとまりが感じられます。 

 

 以上、私の感じる「お気に入りポイント」をとりあえず３つ挙げてみました。 

 この日、６年生は反省としてこんなことを語りました。「川上のことをより深く知ることができたし、

みんなの仲も深まった気がするのでよかったです。」 ― 有意義なふるさと学習となりました。 

 

 本行事を実施するにあたり、地域の皆様に大きくご協力いただきました。トイレは「かたらいの里」

「浄光寺」「五木のやかた」でお借りしましたが、途中でもよおし、あるご家庭のトイレを拝借した子

もいたようです。不測の事態にちゃんと対応できたその子も立派ですが、快くトイレをお貸しくださっ

たご家庭にも、厚く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。子どもたちは、そんなところ

からも地域の温かさを感じ取ったことでしょう。 
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地域のお力添えによる「ふるさと学習」 

６／２（木）４・５年生「田植え体験」 やさかファーム様のご指導の下、５・６年生が田植え

の体験をさせていただきました。ぬかるみに足をとられる感覚に最初

は戸惑いながらも、子どもたちは慣れない作業に興味をもって楽しそ

うに取り組みました。指導してくださった方たちは、「将来はこの子

たちに米作りしてもらいたいで」「大事な子たちやで」などと語って

いらっしゃいました。きれいにならされた水田には、田植え用の線が

最初から引かれていました。子どもたちが地域から本当に大切にされ

ていることが分かります。あらためて感謝申し上げます。 

 

６／２（木）６年生「篠笛贈呈式」 「川上の文化や伝統を知り、今後も大切にしてほしい」とい

うお言葉とともに、社会福祉協議会様から６年生全員に篠笛が贈呈さ

れました。６年生は今後、小縣様と桂川様の指導の下で篠笛の練習を

進めます。この日、初めての篠笛に子どもたちは大苦戦。音を出すの

に必死でした。それでも授業終了時には、「高い音は出るようになっ

たよ！」という報告が。熱心に取り組むと上達も早いものですね。篠

笛を通じて川上の文化や伝統を感じながら、６年生の奮闘は今後も続

きます。 

 

人権感覚を磨く  

『人を傷つける“チクチク言葉”をなくし、温

かな“ぽかぽか言葉”を使おう』…そんな活動を

全校で進めています。右は４・５年生の学級にあ

る掲示物。「不用意に発した言葉で人を傷つけてし

まうことがある」「嫌だなと思ってもついつい我慢してしまう時がある」そんな実態を踏まえ、「もし自

分がチクチク言葉を言って気付いていなかったら」という視点で考えさせた時のものです。 

学年それぞれに実態や発達段階があるため、そのアプローチの仕方は様々です。１年生は、まずは「“ぽ

かぽか言葉”にはどんなものがあるだろう」という視点で考えました。２・３年生は「“ぽかぽか言葉”

を実際にたくさん見つけよう」という視点で活動を展開中です。７月には講師をお招きし、ぽかぽか言

葉とチクチク言葉について、ひいては「人権」について全校で学ぶ予定を立てています。 

やさしい川上の子どもたちが、不用意な言動によって人を傷つけたり、逆に傷つけられたりというこ

とがないよう、根気よく指導を続けていきます。 

  

ありがとうございました！ 

  6/8にプール掃除、6/11にＰＴＡ奉仕作業を行いました。保護者の 

皆様やまちづくり推進協議会の皆様のご協力のおかげで、校地が大変 

きれいになりました。職員数の少ない本校ですので、こういった皆様 

からのお力添えなくしては、思うような教育活動を進められないのも 

事実です。本校が“地域とともにある学校”であることを再認識して 

おります。今後も学校教育へのご理解とご協力をよろしくお願いいた 

します。 


